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　わたしは2024年７月、３度目となる約３年のサウジアラビア駐在を終え帰国しました。サウジアラビアと
の本格的な関係は20年ほど前に始まり、最初の駐在は2003年４月から約３年間、外務省専門調査員として
首都リヤドの在サウジアラビア日本大使館で働く機会を得ました。その後2009年９月から３年間、中東協力
センター（JCCME）が協力したサウジ電子機器・家電製品研修所（SEHAI：リヤド郊外のディライーヤ地
区１＊）でシニアコーディネーターとして再びリヤドに着任し、その後2012年８月に JCCME のジェッダ水
デスク・ジャパンデスク事務所代表としてジェッダに着任しました。今回の３度目の駐在は JCCME のサウ
ジアラビア事務所総代表（リヤド事務所長）として2021年９月に着任しました。

（ディライーヤ遺跡：筆者撮影）

　サウジアラビア駐在期間は累計約12年に及び、その間、地方都市への訪問などを通じ、サウジアラビアの
経済発展や社会システムの推移、地域間の相違・多様性等を長期的かつ多角的に見ることができました。ま
た、2020年に英国の大学で日本とサウジアラビアの政治経済防衛関係をテーマに博士論文を仕上げること
ができましたが、執筆中には、知れば知るほどサウジアラビアの重要事項の意思決定プロセスや内政・外交
バランスの仕組みは謎が深まるばかりでした。

　中東研究者の J.A. ビル２は1996年の論文で中東諸国の政治プロセスを分析する難しさを「Defy 
Observation, Discourage Generalization, and Resist Explanation」と表現しました。中東諸国の政治プロセ

１　リヤドの北西部にあるディライーヤは、サウド家の本拠地で、最初の王朝・第一次サウド王国（1744～1818年）の首都。
現在は廃墟となっているツライフ地区には、宮殿や官庁が置かれ、アラビア半島のオアシス独特の建築様式である「ナジ
ャディ様式」の邸宅が見られ、世界遺産に登録されている。

２　James A. Bill

前中東協力センターサウジアラビア事務所総代表 武藤　弘次

日本とサウジアラビア
～重層立体的関係の構築へ～

現地だより 
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スは各国の歴史や事情で多岐に亘り、分析をしよう
にも過去の事例はあまり参考にならず、常に複雑に
変化する中東諸国の政治経済状況を正確に把握す
ることや将来を予想することは非常に難しく、まし
て や 中 東 諸 国 の 政 治 プ ロ セ ス を 一 般 化
（generalization）、理論化することは困難であると
主張しました。この考えにはわたしも賛同します。
今後もこうした状況は変わらないと思います。

　過去20年間のサウジアラビアの経済・社会発展は
誰も想像していなかったのではないでしょうか。特にリヤドでの都市開発は著しい進展を見せました。リヤ
ドだけではなくジェッダや、ほぼ20年ぶりに訪問したアルハッサ、ターイフ、ハーイルの街も随分と多くの
面で変化しました。ギガプロジェクトや大規模プロジェクトに代表される物理的なビジョンだけでなく、人々
の意識も大きく変わったと思います。今後、サウジアラビアはどのように変化してゆくのでしょうか？

（JCCME サウジアラビア事務所が入るサウジ商工会議所連盟ビルに隣接する Zamil Group の新社屋：筆者撮影）

　日系企業幹部の皆様は、こうした中東の全体像が読めない中でのビジネス展開を検討されていると思いま
すが、中東諸国は過去のビジネス事例や経験があまり役に立たず、ビジネス展開の未知数が多く、特に変貌
するサウジアラビアへのアプローチには慎重にならざるを得ず、大きな不安を抱えていることと思います。
正直「怖い」市場であるとお考えの日系企業も多いのではないでしょうか。これから中東はどうなってゆく
のか？漠然とした不安があると思います。全体が見えない不安の中で、それでも日本政府や日系企業にはエ
ネルギー安全保障や新たなビジネス機会の観点からサウジアラビアとの関係を維持し、重要視する必要があ
るという共有認識があるように思えます。

　わたしは、こうした日系企業の海外展開戦略に有益な情報を提供できるかが JCCME の役割の一つである
と考えてきました。過去の経験をもとに各種分析や提言を行ういわゆる「中東・サウジ系知識人」による中
東各国の有力王族の動きと言った内話的な情報や、欧米・周辺諸国の政治・防衛関係に基づく地政学的な情
報も重要ですが、サウジアラビア政府機関やアラムコが発表する正確な統計・データをもとに JCCME がタ

筆者紹介
　前中東協力センター（JCCME）サウジアラビア事務所総代
表。英国エクセター大卒（アラブ・イスラム学 Ph.D.）。
　民間企業、在サウジアラビア日本大使館専門調査員、
JCCME（東京、リヤド、ジェッダ）で勤務。
　専門は日サ二国間関係（政治・経済・防衛等）、サウジアラ
ビア社会、中東の地域研究等。
　共著『サウジアラビアを知るための63章』（明石書店初版
2007 年）、External Powers and the Gulf Monarchies, 
Routledge, 2018等。
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イムリーに情報提供（分析・助言等含む）を行うことが改めて重要視される状況になると思います。この点
では JCCME ウェブサイトで定期的に掲載している「サウジアラビア経済概況」の取組みはとても良いアプ
ローチであると思います。また、サウジアラビア政府機関へのアクセスは民間企業単体では容易にはできな
いので、JCCME による面談調整等の支援をご活用いただければと思います。

　近年は日系企業の海外ビジネス展開への関心が変化し、そもそもアラブ・中東地域から他地域にシフトし
て行っているのではないか？と言った懸念があることを、ある中東専門家が指摘していました。その指摘の
通り、例えば、かつて日系企業が競争力を有していたサウジアラビアの電力市場などではAIやIoTの進化に
より競合他社の技術力が向上し競争力が増し、以前は落札することができていた既存のビジネスモデルが継
続しないケースも見られます。近年、日系企業は新たな市場の開拓（将来的な収益の柱となるビジネスの構
築）に高い関心を有し、その実現に向けて欧米コンサルの力を借りながらさまざまなアプローチを手掛けて
いるように思えます。しかし、わたしは前述のJ.A.ビルの指摘を考慮すると、大手コンサルですらもサウジ
アラビアという国の戦略や市場動向を正確に分析・予想することは難しいのではないかと思いますが、他に
頼るところが無いのが実情です。日本本社からは未だに「遠い市場」であることは現実的であり改善される
ことが期待されます。

　以下の分析は2005年頃の専門調査員時代に考察したサウジアラビアの地理的な特徴ですが、一部更新し
た上で改めて記載させていただきます。

　サウジアラビアの歴史を振り返れば、王国は歴史的にも地理的にも非常に多様な社会性を有しており、特
にメッカやマディーナ両聖地や港町ジェッダ等を含むヒジャーズ地方は旧オスマン帝国の勢力範囲内に位置
したことで、サウジアラビア国内の中でも特異な多民族社会を形成してきました。サウジアラビア研究者の
岡倉徹志氏は同地域を「伝統的に最もコスモポリタン的であり、先進的な地域」と表現しました。巡礼者収
入やジェッダ港を中核とした交易で経済的にも安定した地域を確立したことで、建国当時にしてはめずらし
く電気・通信等の社会インフラだけでなく法律や銀行制度等も機能していたと指摘しました。また、政治制
度面でも地方評議会等の政府機構や各省庁の行政部門が存在しており、さらには独立精神の高い地元有力者
らにより、ヒジャーズ立憲王国の体制構想等も実際に話し合われていたと指摘しました。

　ヒジャーズの地元有力者らは、初代国王に対して地域独自性を訴えましたが、結果的には1932年に国王勅
令によりナジド・ヒジャーズ王国統一が発表され、ナジドは国王次男サウド、ヒジャーズは三男ファイサル
が総督として半ば強引に統一国家サウジアラビアが誕生しました。岡倉氏は、権力が集中する統一国家建国
前のヒジャーズ行政諮問評議会メンバーの登用には、地元有力者を避け、政治的に中立な外国人商人が多数
重用されたことを指摘し、イランのアリレザ家（現アリレザ・ザイネル財閥）、エジプトのシャラバトリス家
（不動産業や青果業で有名なSharbatly Group）、イエメンのビン・マハフーズ家等の名前を挙げています。こ
れら財閥は現在でもジェッダの有力者としての地位にあり、大変興味深い指摘であると思います。ジェッダ
には実際にトルコ語を語源とする屋号を用いた財閥も存在し、その国際性豊かな商業活動の歴史を物語って
います。

　他方、1970年代の石油ブームや国土開発ブーム乗じてリヤドにおいて新しい大商人層が創出されると、サ
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ウド家とナジド有力者による中央集権化を目的とする連携システムが強化されることになりました。その後、
諸外国との国防・軍事提携が長期的かつ大規模に進められ、リヤドは名実ともに政治経済軍事的中心地とし
ての地位を固めることになりました。中東研究者のD・チャンピオン３はこの動きを「ナジド連携資本主義の
隆盛（the rise of Najdi asabiyya capitalism）」と呼び、特に1980年以降は国内の主要農工商経済活動が実
質的にリヤドに継承され、全国28箇所の商工会議所を束ねるサウジ商工会議所連盟４の創設（1980年）等を
受け、「ジェッダ商工会議所の重要性の正式な終焉」と指摘しました。近年ではサウド王家発祥の地ディラ
イーヤが観光開発と正統性維持の両面でさまざまなプロジェクトが進行中です。

　一般的にサウジアラビアは単に砂漠の国（で暑い）と表現されがちですが、気候も地域性があり、当然な
がら降雨や積雪もあります。政治的にもサウド家の支持基盤は砂漠の遊牧民ではなく、同家に宗教的政治的
正統性を権威付けてきた宗教指導者達であり、また、アラビア半島の長距離貿易で財を成したジェッダを中
心とした大商人達でした。ただし、歴代国王は主要部族との関係も重視してきた経緯があります。このこと
はサウジアラビアにおける政治経済宗教の互恵性を象徴するものであると言えます。また、サウジアラビア
が近年の国際政治外交の中でも優れたバランス感覚を示してきたことも、中東研究者の G. ノンネマン５や
P.アーツ６が主張する通り、内政・外交における全方位的バランス感覚（Omnibalancing）の結果でもありま
す。さらに近年では欧米の戦略系コンサルの影響やベテラン国務大臣他50名以上いる国王アドバイザーの影
響も無視することはできません。

　来年2025年に外交関係樹立70周年を迎えるに日・サ関係は、この20年間で平面的な重層的関係から、第
三国でのビジネス協業や2023年ジャパンアニメタウンに代表される文化交流、観光事業の拡大による人的
交流の深化等の観点から、立体的な互恵関係に進化したと感じています。引き続き JCCME の活用をご検討
いただきたく、よろしくお願いいたします。

マディーナの清掃車（新たなビジネスチャンスか？）　筆者撮影

３　Daryl Champion
４　英文では The Federation of Saudi Chambers of Commerce and Industry という。
５　Gerd Nonneman
６　Paul Aarts




